
 

介護フェスタ

福介協だより

介護フェスタ介護フェスタ介護フェスタ 平成19年11月17日（土）開催（福岡市市民福祉プラザにて）

福岡市介護保険事業者協議会※ 部数が足りない事業所にはお送りしますので、事務局までご連絡ください。

本年度も、福岡市市民福祉プラザにおいて、本協議会主催の「第７回介護フェスタ」が開催されました。
毎年恒例となりましたこの行事も、回を重ねるごとに広く市民の皆様方に認識していただけておるものと
思います。
今回は、「認知症と明るく生きる」をテーマに、認知症を語る会代表の太田 正博 氏とその主治医すがさ
きクリニック院長 菅崎 弘之氏 による講演会が催され、会場のふくふくホールを埋め尽くすほど多くのご
来場者に恵まれました。改めて、「認知症」に対する関心の高さに感じ入った次第です。
また、１階エントランスでは、福祉用具展示・体験コーナーやぜんざい・弁当の販売が、３階交流ひろ
ばでは毎年恒例の高齢者作品展並びに即売会、５階体験フロアにおいては認知症疑似体験や電動車いす試
乗会、スタンプラリーなど、各会場とも大盛況のうちに幕を閉じました。
ご来場いただいた方々を始め、開催にあたり尽力いただいた関係者の方々並びにご協力いただいた皆様に、
心より厚く御礼申し上げます。

（今山会 古賀）
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福岡市介護保険事業者協議会
新会員紹介

会員ネットワーク委員会に参加して半年。この間に「あしたの介護」の編集・発行の準備、介護フェスタ
の開催、会員のつどいの企画と、何もわからぬままに事務局の方々や委員の皆さんに助けてもらいながら
時間だけが過ぎて行き、気づけば終わっていたような感じです。
会員ネットワーク委員会の仕事にかかわる中でいろいろな方に出会い、様々な事を見聞きする機会を得た
ことで、自分の中の世界を更に広げることができたと思っています。
今まで以上に介護保険事業者協議会の活動が実り多いものになるよう、努力したいと思います。

(プジョーモーターサイクル西日本 折田)

法 人 名 事 業 所
●はな太宰府（特定施設入居者生活介護） ●はなケアプランサービス（居宅介護支援） ●カルム桃山台（特
定施設入居者生活介護）
●社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会香椎支部（訪問介護） ●社会福祉法人ふくおか福祉サービス
協会博多支部（訪問介護） ●社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会大手門支部（訪問介護） ●社会福
祉法人ふくおか福祉サービス協会高宮支部（訪問介護）●社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会別府支
部（訪問介護） ●社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会姪浜支部（訪問介護） ●ふくふく中央ケアプ
ランセンター（居宅介護支援） ●ふくふく南ケアプランセンター（居宅介護支援） ●ふくふく西ケアプ
ランセンター（居宅介護支援） ●デイサービスセンターゆずりは（通所介護）
●小笹中央デイケア倶楽部（通所リハビリ）
●博愛居宅介護支援センターささおか（居宅介護支援） ●博愛ホームヘルパーステーションささおか（訪
問介護）
●介護老人保健施設リハモール福岡(介護老人福祉施設） ●リハモール福岡ショートステイ(短期入所生
活介護） ●リハモール福岡デイサービスセンター（通所介護）
●グループホームアート園(認知症対応型共同生活介護）
●有料老人ホームライフエイド柏原ミルテ（特定施設入居者生活介護） ●グループホーム柏原ミルテ(認
知症対応型共同生活介護）

株式会社 エンジョイ

社会福祉法人 ふくおか福祉サービス協会

しのざきクリニック
株式会社 博愛メディカル

社会福祉法人 大乗会

アート園有限会社
株式会社 ライフエイドジャパン

福岡市からのお知らせ
福岡市役所の組織について

○保健福祉局高齢者・障がい者施策推進部施設支援課高齢者施設係（旧）事業者指導課施設計画係
施設整備等に関すること（電話：７１１－４２４９）
●老人福祉法に基づく施設の設置，変更及び廃止 ●地域密着型サービス事業所等の整備，指定

○保健福祉局総務部監査指導課監査第１係（旧）事業者指導課施設サービス指導係
介護施設等の指導に関すること（電話：７１１－４２５７）
●老人福祉施設，介護老人保健施設の運営，指導 ●介護保険法に基づく施設等の指導

○保健福祉局総務部監査指導課監査第２係（旧）監査指導課監査指導係
社会福祉法人，施設の監査，指導に関すること（電話：７１１－４２５７）

○保健福祉局総務部監査指導課在宅サービス指導係（旧）事業者指導課在宅サービス指導係
在宅サービス事業者等の指導に関すること（電話：７１１－４２５７）
●介護保険法に基づく在宅系サービス事業者等の指導 ●居宅介護支援事業所，介護予防支援事業所の指導
●介護保険事業者協議会に関すること

保健福祉局高齢者部事業者指導課及び総務部監査指導課が，平成20年４月１日から，下記のとおり変更となります。

介護サービスにおける事故報告について

介護サービス事業者が利用者に対するサービスの提供により生じた事故については，保険者である福岡市への報告が
必要です。事故が起こった場合は，速やかに，利用者の在住する区の保健福祉センター福祉・介護保険課へ，事故報告
書を提出してください。
なお，事故報告の要領については，事業者指導課（平成20年４月１日からは，監査指導課）までお問い合わせください。
(1) 報告すべき事故の範囲
①サービス提供により直接起きたもの ②利用者が施設・事業所内にいる間に起きたもの ③送迎サービス中に起き
たもの ④その他サービスの提供に密接な関連があるもの
(2) 報告すべき事故の種類
①利用者のけが，死亡等（けがについては，医療機関，施設内における受診を要したものを原則とする。）②食中毒，
感染症，結核等の発生（保健所等への報告が義務づけられているものは，必ず報告のこと。） ③職員の法令違反，
不祥事等 ④事業所での災害その他サービスの提供に支障をきたしたもの ⑤その他（利用者が行方不明になった等）

平成19年度の新会員は7法人です。現在の会員は202法人です。



施設サービス部会では、皆様のリクエストに基づき、5回
の研修を行いました。
第１回「リハビリテーションを意識した介護技術」では、
あおば地域医療研究所の作業療法士・池上 美香 先生から、
車いす・ベッドの移乗を中心に、リハビリを意識して疾病別
に取り組む技術を実践中心に学びました。全員が実技を学べ
るように定員を３０名とし、現場で生かしたいと好評でした。
第２回「ターミナルケアについて」では、福岡県保健福祉

部監査保護課より、看取り加算の制度的な内容の講義の後、特別養護老人ホ
ーム洸寿園の末次 朋子 様より、二つの事例から、看取るということについて
の発表を行いました。「ターミナルに対する不安があるが、前向きに取り組ん
でいきたい」等の意見がありました。

第3回は、日本シーティング・コンサルタント協会より、（車）いす上での
身体拘束廃止についての研修を行い、ずっこけ座りの危険性等、「座ること」
の見直しを学ぶことができました。
第4回は、「よりよいレクリエーションをするために」と題して、毎回リク
エストが多いレクリエーション実践を、からざステーションの作業療法士・百
武 孝 先生より学びました。ゲームの盛り上げ方、まず自分が楽しむこと等、
和やかな雰囲気の中での講習でした。
第5回は、「長期・短期目標等、プランの作成で悩んでいる」「アセスメント
の流れを教えてほしい」とのリクエストから、「施設サービスにおけるサービ
ス計画書作成のポイント」を、養護老人ホーム聖母園の施設長でおられる萩原
逸子 様より学びました。
現場に加え、事業所の指定更新やサービス情報公表及びサービス評価と、さ

まざまな提出書類や現地確認等で忙しい日々の中、多くの方々に参加していただき、毎回受講生の皆様の熱心な視
線の中での研修は、企画いたします私どもにとっても大きな刺激となっております。20年度も、ご利用者のために
とがんばっておられる現場の皆様のスキルアップに役立つことができる企画を考えていきたいと思います。

(光薫福祉会 占部 )

平成 19年度は 6回の研修を開催し毎回多くの方々が受講
されました。
第1回、第2回の研修は、それぞれ新任の介護従事者を対
象にセット受講という形で開催致しました。第1回は「介護
にかかわる職員としての心構え」と題し、職業倫理や接遇を
テーマに、社会人研修など全国レベルで活動されている松永
悦子 氏をお招きし講演を実施しました。介護や医療、福祉等
の専門職として、また社会人としての基本的な姿勢を学びま
した。

第2回「介護サービスに関する制度について」では、研修と他事業所との交
流会を企画しました。
福岡市保健福祉局より3名の担当者にお越しいただき、介護保険制度の基礎知識や市の福祉サービス、地域包括
支援センターの役割等の説明を頂きました。行政との連携や取り組みの状況、新しい情報など参加者の皆さんも少
しでも聞き逃さないようにとの熱心な表情が見受けられました。研修後の交流会では他業種で介護に従事する方々
とのネットワークを広げようという趣旨で茶話会形式の中、懇談・ゲームで盛り上がりました。

第3回の研修では「口腔ケア」について講義と実技演習の内容で開催され
ました。
福岡県歯科衛生士会の高野 ひろみ 会長を講師にお迎えし、口腔ケアの基礎
知識や要介護・嚥下障害の方への対応を学びました。
第4回の研修では「薬の基礎知識」について九大病院より薬剤師の坂井 真
樹 氏をお招きして講義をして頂きました。高齢者に対する適正な服薬管理等
について参考になったとの意見が多く聞かれました。
第5回研修では雁の巣病院・副院長の鹿井 博文 先生を講師に迎え「認知症
の理解と介護」のテーマで講義がありました。今後ますます認知症の方の占
める割合は増加していくといわれ、尊厳を踏まえた関わりや対応、新しいケ
アとしてタクティールケアの取り組みも学ぶことが出来ました。
第6回研修は「食中毒・感染症」について早良区保健福祉センター衛生課

食品係長・大坪氏と南保健所長・岩永 氏よりそれぞれ予防や対策について説明がありました。介護施設の介護職や
調理に携わる方の熱心な質問が飛び交い関心の高さが伺えました。
来年度の研修事業においても皆様のご意見、ご要望に沿った内容、企画の実現に向けて取り組む所存でございます。

(アイネック 高山 )

平成19年度当初の計画では、２回のケアマネジメント研修と２回の面接技術研修 (事例検討 )を
部会事業として予定しておりましたが、平成20年度から新設される「後期高齢者医療制度」について、
高齢者の健康問題を含め日常生活全般を支援する介護支援専門員にとって必要な知識・情報と考え追
加研修を開催することに致しました。
第１回研修会では「居宅介護ケアマネジメント～介護支援専門員の責務と役割～」をテーマに、福

岡県看護協会訪問看護ステーション「くるめ」所長 荒巻 初子氏に講師をお願いしました。様々な
事例を通して、特に医療と介護の連携について具体的に、どう支援していくかを参加者全員で考える
とともに、医療の立場から介護支援専門員に求められていること等を学びました。

第４回研修会では「介護予防ケアマネジメント～地域包括支援センターとの連携・協働～」をテーマに２部構成とし、
福岡市保健福祉局事業者指導課在宅サービス指導担当職員 関根氏に「介護予防支援の
考え方と同居者のいるヘルパー導入について」実施上の留意事項等の説明と事前質問へ
の回答を通して、介護支援専門員が行うアセスメントがいかに重要かを再認識しました。
後半のふくおか福祉サービス協会 介護総合支援センター長 牧本 道子氏の講義では、
グループワークを中心に、参加者が意見交換、まとめをする事等で理解、関係性を深め
てもらうといった内容でした。参加者を幅広く募集し、介護支援専門員、包括支援セン
ター職員、訪問介護事業者サービス提供責任者の方等92名が参加され、初めての各事
業者合同での研修は熱気がありました。参加者からは介護予防の基本的な考え方を再確
認すると共に、問題点や悩みの共有、連携の必要性、解決に向けてどうしていくのか等
今後の活動に役立つとの意見がきかれました。
第5回研修会では「後期高齢者医療制度について」福岡市保健福祉局後期高齢者医療制度担当 藤本氏に質疑応答

を交えて説明して頂き、134名の参加がありました。制度について多岐、細部にわたる質問と後期高齢者の立場に立
った保険者への要望発言がある等新設される制度への関心の深さがうかがえました。
２回の面接技術研修では、早良病院医療相談室長 大垣 京子氏を講師に「本人の価値観にそった援助とは～人的資

源の読み方と調整～」「利用者の安心をひき出す面接」をテーマに、１回目は介護予防
支援利用者、２回目には認知症の利用者の事例をもとに、講義、グループワーク、全員
参加でのロールプレイを行いました。参加者からは、支援者として利用者の感情や思い
に鈍感になっていたという反省や言動の重要性、自分の視点が変わることで援助方法ま
で変わってくること等多くのことに気付いたとの意見がありました。日々の対人援助技
術を振り返り、スキルアップの必要性、利用者の自立支援、自己決定を尊重するケアマ
ネジメントについて考えるよい機会になったようです。
来年度においても皆様のご意見、ご要望を活かしながらレベルアップと現実に即した

研修を企画していきたいと考えます。 （福岡市医師会 鹿毛）

第１回研修会では、「在宅における急変時の対応」というテーマで、九州大学病院前精神科看護師
長 米田 光恵 先生よりお話をしていただきました。在宅における急変時の対応について、高齢者に
見られる色々な症状を症状別に分かりやすく説明していただきました。

第２回研修会では、「救命講習会」というテーマで、福岡市消防局よ
り救急隊員の方にきていただき、救急救命の実技研修を行いました。研
修受講者全員に人工呼吸や心肺蘇生法等を実施していただきました。

第３回研修会では、「在宅高齢者のソフト食の調理実習と講演会」というテーマで、潤
和リハビリテーション診療研究所 主任研究員 黒田 留美子 先生にお話していただきま
した。午前中に調理実習で実際にソフト食を作り、午後から「在宅高齢者の嚥下困難と
ソフト食」というテーマで講演をしていただきました。

第４回研修会では、「通所サービスにおけるサービス計画書作
成のポイント」というテーマで、介護老人保健施設やすらぎ デ
イケアセンター長 吉田 隆幸 先生にお話をしていただきました。
通所サービスに限定したサービス計画書作成について、計画作成
までの手順や専門職によるアセスメントの分業等の説明をしてい
ただきました。

第５回研修会では、「排泄ケア」というテーマで研修を行いました。福岡市介護実習普及セ
ンター 課長 小野 美登里 氏より「生活の中の排泄ケア」についてお話をしていただき、そ
の後、同センター相談員 辻 奈美 氏より「おむつ・パットのあて方のポイント」について実
践をまじえて説明していただきました。 （ふくおか福祉サービス協会 中野）

第２回研修会

第４回研修会

第２回研修会

第３回研修会

第５回研修会

第３回研修会

第１回研修会

第３回研修会

第１回研修会

施設サービス部会

居宅介護支援部会

在宅サービス部会

サービスの質向上委員会

平成19年度事業実施報告



（１）居宅サービス

介護サービスにはたくさんの種類があります。どのようなサービスがあるのか、簡単にご紹介します。

「わあ、こんなたくさんの中から選べないよ」と思われた方も心配いりません。

その相談相手としてケアマネジャーがいます。本当に必要なものを上手に組み合わせて使うことが、

在宅での介護生活を長続きさせる秘訣です。

わからないことは専門家と相談しながら、自分にあった介護を受けていきましょう。

（２）地域密着型サービス

平成19年度 事業一覧
1 総 会

(2) サービスの質向上委員会

総 会 6月23日(土)
講演会：古都 賢一 氏（厚生労働省老健局）18年度事業実績及び決算・19年度事業計画及び予算（案）

講演会「最新の介護保険の動向と事業者に期待するもの」

実施月日事 業 名 内 容 講 師 等

(3) 会員ネットワーク委員会

第 1 1 号 情 報 誌
会 員 の つ ど い
第 1 2 号 情 報 誌
ホームページ更新

9月
3月12日(水)
3月

A4 4ページ 4色刷 5,000冊
介護職員の交流会
A4 8ページ 4色刷 5,000冊
会員事業所情報検索システム製作作業（近日運用開始）

実施月日事 業 名 内 容 講 師 等

(2) 在宅サービス部会

第 1 回 研 修 会

第 2 回 研 修 会

第 3 回 研 修 会

第 4 回 研 修 会

第 5 回 研 修 会

8月22日（水）

9月 3日（月）

12月13日(木)

1月25日（金）

2月21日(木)

米田 光恵 氏（看護師）

福岡市中央消防署

黒田 留美子 氏（潤和リハビリテーショ
ン診療研究所）
吉田隆幸氏（介護老人保健施設やすらぎ）

小野美登里氏（福岡市介護実習普及センター）
辻奈美氏（福岡市介護実習普及センター）

急変時の対応～講義編～
「在宅における急変時の対応」
急変時の対応～実践編～
「救命講習会」
在宅高齢者のソフト食
(1)調理実習
(2)「高齢者ソフト食～安全でおいしい介護食～」
「通所サービスにおけるサービス計画書作成のポイント」
排泄ケア
(1)「生活の中の排泄ケアについて」
(2)「おむつ・パットのあて方のポイント」

実施月日事 業 名 内 容 講 師 等

(3) 施設サービス部会

第 1 回 研 修 会

第 2 回 研 修 会

第 3 回 研 修 会

第 4 回 研 修 会
第 5 回 研 修 会

9月10日（月）

10月12日（金）

11月19日(月)

12月19日（水）
3月12日（水）

池上 美香 氏（あおば地域医療研究所）

諸藤 昭浩 氏（福岡県保健福祉部）
事例発表

本間郁子氏（特養ホームを良くする市民の会）
吉川和徳氏（日本シーティング・コンサルタント協会）

百武 孝 氏（からざステーション）
萩原 逸子 氏（養護老人ホーム聖母園）

(1)「リハビリテーションを意識した介護技術」
(2)実習
ターミナルケアについて
(1)「看取り加算の制度的な内容について」
(2)「特養で看取るということ～本人が望む最期の迎え方を支援する為に～」
（車）いす上での身体拘束廃止研修
(1)「人間の尊厳を守る介護を実現するために」
(2)「ずり落ちなど不適切な座位保持の原因とその対応策」
(3)「座位のアセスメントの実際と介護・看護職の役割」(演習)
「よりよいレクリエーションをするために」
「施設サービスにおけるサービス計画書作成のポイント」

実施月日事 業 名 内 容 講 師 等

第 1 回 研 修 会

第 2 回 研 修 会

第 3 回 研 修 会

第 4 回 研 修 会
第 5 回 研 修 会

第 6 回 研 修 会

7月 6日(金)

7月19日(木)

8月17日(金)

11月15日(木)
12月 7日(金)

1月16日(水)

松永 悦子 氏（有限会社 自分塾。）

大田 俊樹 氏（福岡市保健福祉局）
井上 辰也 氏（福岡市保健福祉局）
大長 愛和 氏（福岡市保健福祉局）

高野 ひろみ 氏（福岡県歯科衛生士会）

坂井 真樹 氏（九州大学病院）
鹿井 博文 氏（雁の巣病院）

大坪 道隆 氏（早良区保健福祉センター）
岩永 正彦 氏（南保健所）

実施月日事 業 名 内 容 講 師 等

2 委員会
(1) 代表者セミナー等企画委員会

介 護 フ ェ ス タ

代表者セミナー

11月17日(土)

3月21日(金)

講演会：太田 正博 氏・菅崎 弘之 氏、公開
講座：山根直寛氏（くもん学習療法センター）
岩城 和代 氏（岩城法律事務所）

講演会「認知症と明るく生きる」、公開講座「認知症に挑む-学習療法」等

「介護サービスにおけるリスクマネジメント～法令遵守を中心に～」

実施月日事 業 名 内 容 講 師 等

3 部 会
(1) 居宅介護支援部会

第 1 回 研 修 会

第 2 回 研 修 会

第 3 回 研 修 会

第 4 回 研 修 会

第 5 回 研 修 会

9月14日（金）

10月18日（木）

12月20日（木）

1月17日(木)

2月18日（月）

荒巻 初子 氏（福岡県看護協会）

大垣 京子 氏（早良病院）
事例発表

大垣 京子 氏（早良病院）
事例発表

関根 一成 氏（福岡市保健福祉局）
牧本道子氏（ふくおか福祉サービス協会）
藤本 竜之 氏（福岡市保健福祉局）

「居宅介護ケアマネジメント～介護支援専門員の責務と役割～」
面接技術研修(1)
「本人の価値感にそった援助とは～人的資源の読み方と調整～」

面接技術研修(2)
「利用者の安心をひき出す面接」

介護予防ケアマネジメント
(1)「介護予防支援の考え方と同居者のいるヘルパー導入について」
(2)「地域包括支援センターとの連携・協働」
「後期高齢者医療制度について」

実施月日事 業 名 内 容 講 師 等

介護従事者研修(1)
「介護にかかわる職員としての心構え」
介護従事者研修(2)～介護サービスに関する制度について～
(1)「介護保険制度の基礎知識」
(2)「介護保険外の福祉サービスについて」
(3)「地域包括支援センターの業務」
(4)参加者の交流会
口腔ケア
(1)「介護職のための口腔ケア」
(2)実習
「薬の基礎知識」
「認知症の理解と介護」
食中毒・感染症
(1)「ノロウイルスについて」
(2)「感染症についての基本的な知識」

訪問サービス

通所サービス

短期入所サービス

福祉用具

ホームヘルパーの訪問

在宅で入浴サービスが受けられます。

療法士が自宅でリハビリをします。

専門家による自宅での療養の指導

看護師が自宅に訪問します。

介護施設等に通い、リハビリやレクリエーション、入浴など

利用できます。

数日間、施設に泊まることができます。

本人の状態に合わせた福祉用具のレンタルや購入の補助が受

けられます。

有料老人ホーム・養護老人ホーム・軽費老人ホーム・適合高

齢者専門賃貸住宅への入居

手すりの設置等に対する一部補助

訪問介護

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

福祉用具貸与

特定福祉用具販売

特定施設入居者生活介護

住宅改修

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

夜間の定期巡回や通報による訪問介護

認知症の特性に配慮したデイサービス

通所と宿泊が状況に応じて可能

グループホーム。認知症高齢者が入居して、生活する。

定員29人以下の有料老人ホーム・養護老人ホーム・軽費老人

ホーム・適合高齢者専門賃貸住宅

定員29人以下の特別養護老人ホーム



会 員 法 人 紹 介
医療法人 ながら医院
当法人は、医療と介護の両面からご利用者様、ご家族様が安全に、安心して在宅での生活が送れるように支援させていただいてい

ます。
当法人には、【ながら医院居宅介護支援事業所】【訪問看護ステーション東比恵】【ヘルパーステーション東比恵】【通所リハビ

リテーション】【デイサービスながら】【グループホーム月華】の６事業所があります。
利用者様やご家族様のニーズにお応えし、より良いサービスと質の向上を目指し日々努力するとともに、「地域に根ざしたサービス」
を行い、介護予防教室やサークル活動などの地域交流活動にも力を入れてまいります。

福岡市博多区東比恵３丁目20－１ TEL 092－411－2358 FAX 092－411－2557
● 一般内科 ● 神経内科 ● 消化器科 ● 小児科 ● リハビリテーション科 ● 健康診断

●居宅介護支援事業所
TEL 092－474－1667

●ヘルパーステーション東比恵
TEL 092－474－1622

●デイサービスながら
TEL 092－477－3139

●訪問看護ステーション東比恵
TEL 092－483－3015

●通所リハビリテーション
TEL 092－411－2365

●グループホーム月華
TEL 092－477－3123

介護保険を申請して、約1ヶ月。「介護区分（介護度）」と「有効期限」の入った介護保険証が届きます。

さあ、これからいよいよ、介護保険を利用しての生活が始まります。

在宅で介護保険を利用するためには『介護サービス計画』いわゆる『ケアプラン』が必要です。ケアプ

ランは、自分で立てるか、ケアマネジャーに依頼するかどちらかになります。

では、その流れを見てみましょう。

契約が済んだら、いよいよ介護保険を利用しての生活がスタートします。

でもちょっと待って。いったいどんなサービスがあるのかご存じですか？

次のページでは、介護サービスの種類を紹介します。

介護サービス種別 事 業 所 名
●（株）博愛メディカル 博愛ホームヘルパーステーショ
ンささおか（２回目）
●福岡市農業協同組合 ＪＡ福岡市ヘルパーステーショ
ン（３回目）
●（株）アイネック あした葉ホームヘルプセンター（３回目）
●（医）徳洲会 福岡徳洲会介護センター（３回目）

●（医財）華林会 村上華林堂病院訪問リハビリテーショ
ン事業所（２回目）

●（社福）今山会 千代パピヨンデイサービスセンター
（２回目）

●（社福）城南福祉会 油山緑寿園デイサービスセンター
（３回目）

●（社福）城南福祉会 昭代デイサービスセンター（３回目）
●（社福）今山会 寿生苑デイサービスセンター（３回目）

●（社福）創生会 Ｍ．Ｔ奈多ケア院デイケアセンター
（２回目）

●（医）愛風会 さく病院（３回目）
●（医）順和 介護老人保健施設老健センターながお（３回目）
●（医）楽天堂 広橋病院リハビリテーション（３回目）
●（医財）華林会 村上華林堂病院通所リハビリテーショ
ン事業所（２回目）
●（医）永寿会 シーサイド通所リハビリテーションセン
ター（２回目）

●（社福）創生会 介護老人福祉施設奈多創生園（２回目）
●（社福）城南福祉会 特別養護老人ホーム油山緑寿園短
期入所（３回目）
●（社福）今山会 寿生苑ショートステイ（３回目）

訪問介護
（ホームヘルプ）

訪問リハビリ
テーション

通所介護
（デイサービス）

通所リハビリ
テーション
（デイケア）

短期入所生活介護
（ショートステイ）

●（医）順和 介護老人保健施設老健センターながお
（３回目）

●（医）愛風会 さく病院ヘルスケアセンター竹下（３回目）
●（株）博愛メディカル 博愛居宅介護支援センターささ
おか（３回目）
●（社福）城南福祉会 特別養護老人ホーム油山緑寿園

（３回目）
●（医財）華林会 居宅介護支援事業所「かりん」（２回目）
●（株）アイネック あした葉ケアプランセンター（３回目）
●福岡市農業協同組合 ＪＡ福岡市ケアプランサービス
センター（３回目）
●（医）徳洲会 福岡徳洲会介護センター（３回目）
●（医）青洲会 指定居宅介護支援事業所青洲会クリニッ
クケアサポートS

●（社福）ちどり福祉会 特別養護老人ホームいきいき八田
（２回目）

●（社福）創生会 介護老人福祉施設奈多創生園（２回目）
●（社福）城南福祉会 特別養護老人ホーム油山緑寿園

（３回目）
●（社福）誠和会 介護老人福祉施設たちばな（３回目）
●（社福）誠和会 介護老人福祉施設けやき
●（社福）今山会 特別養護老人ホーム寿生苑（３回目）
●（社福）千草会 特別養護老人ホームマイネスハウス

（３回目）

●（医）永寿会 シーサイド病院（３回目）

介護サービス種別 事 業 所 名

当 協 議 会 の
サービス評価情報
当 協 議 会 の
サービス評価情報

平成20年1月31日現在、151事業所が「認証マーク」を取得しておりますが、うち当協議会会員は117事業所です。当協議会会員
で平成19年8月1日～平成20年1月31日までに「認証マーク」を取得した事業所は次のとおりです。

賢く使おう 介護保険！賢く使おう 介護保険！賢く使おう 介護保険！ ～在宅での利用方法～

居宅介護支援事業所を選ぶ

ケアマネジャーとの面接・相談・契約

ケアプランの原案作成

サービス担当者会議

本人・家族の同意

在宅サービス事業者との契約

居宅介護支援事業所を選ぶ

ケアマネジャーとの面接・相談・契約

ケアプランの原案作成

サービス担当者会議

本人・家族の同意

在宅サービス事業者との契約

施設希望の方は
直接施設に相談を

ご本人、ご家族の方の
希望や状況をお伺いし
ます

ご本人、ご家族、利用す
る在宅サービス事業者等
が集まって利用にあたっ
て気をつけることや今後
の目標等を話し合います

選択したサービスを基に
週間で計画を立てます

要支援1、2の方は
地域包括支援センター
に相談を

介護保険は契約が基本！
しっかり契約書の説明を
受けた上で署名・捺印を！

短期入所療養介護
（ショートステイ）

居宅介護支援
（ケアプラン）

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護療養型医療施設

その２


